
９月定例会

提供／長崎県議会　　お問い合わせ先／議会事務局（政務調査課）　TEL095（894）3634

総務委員会 委員長／大場 博文

【質問】 「警察署の名称、位置及び管轄区域に関
する条例の一部を改正する条例」について、町の
新設に伴う新たな管轄区域内において、交通・防
犯関係のカメラの設置に係る検討はどのように
して行われるのか。
【答弁】 新設される町内へのカメラの設置につ
いては、今後の犯罪情勢や地元の要望等に基づ
き、必要に応じて検討していく。
【主な論議事項】 九州・長崎ＩＲについて／ＵＩ
ターンの促進について／防災ヘリコプターにつ
いて／振興局見直し実施計画案について／特殊
詐欺の被害防止対策について／西九州新幹線開
業に伴う県北地域への波及効果対策について／
県庁跡地について／女性活躍における人材登用
のあり方について　等

文教厚生委員会 委員長／浦川 基継

【質問】 長崎県病院企業団の共同処理する事務の変
更及び規約の変更に関する協議について、奈留医
療センターの在宅介護支援センターが行っていた
居宅介護支援事業及び五島市から運営委託されて
いた老人介護支援センター事業が廃止されたとい
うことであるが、今後、奈留医療センターにはケア
マネージャーを配置しないということか。
【答弁】 いずれの事業も他の団体に引継ぎを行い、
島内で対応できる体制を確保している。今後は、そ
うした団体と連携して、奈留医療センターは医療
面を中心に、島民を支えていきたいと考えている。
【主な論議事項】 幼稚園・保育園の送迎バスの運
行指針について／お見合いシステムについて／
県立大学の大学院博士後期課程の改編について
／生理の貧困への対応について　等

観光生活建設委員会 委員長／中村 一三

【質問】 公の施設の指定管理者の指定について、
対象施設である長崎歴史文化博物館及び長崎近
代交流史と孫文・梅屋庄吉ミュージアムについ
ては、年々入館者が減少しているが、入館者を増
やすためにどのような取組を行うのか。
【答弁】 文化観光推進法に基づく地域計画が本年
5月に認定され、その計画に基づきコンテンツの
機能強化や周遊施設とのさらなる連携強化に向
けた取組を開始している。また、令和７年度には
開館20周年を迎えると同時に、国民文化祭の開
催も予定されており、機運の醸成を図りながら
入館者数の増加にしっかりと繋げていきたい。
【主な論議事項】 8月大雨災害による被害状況に
ついて／パートナーシップ宣誓制度導入につい
て／地球温暖化防止対策への取組について　等

農水経済委員会 委員長／久保田 将誠

【質問】 漁業就業者の確保について、１次産業従
事者は漁業に限らず減少傾向にあるが、その中
で、漁業就業者の確保に向けた今後の見通しを
どう立てているのか。
【答弁】 平成30年の本県漁業生産量は約30万ト
ンであり、これを、令和7年を最終年度とする水
産業振興計画では30万トンの生産量を維持す
る計画としている。その計画を達成するため、令
和2年から7年までに、約1,200人の新規就業者
が必要と試算しており、新規就業者の確保に向
け各種支援を行ってまいりたい。
【主な論議事項】 コロナ行動制限緩和に対する県
の対応について／県産材の販売の推移について／
経済雇用の動向について／在籍型出向の取組状況
について／ＩＣＴ技術の導入状況について　等

予算決算委員会 委員長／山本 由夫

【質問】 観光地受入態勢ステップアップ事業に
ついて、長崎県独自の事業として昨年度から実
施し、事業者の方々から大変高い評価を頂いて
いるが、今年度の事業による効果は、どのように
考えているのか。また、今後、事業効果をより高
めるために、どのように取り組むのか。
【答弁】 今年度の事業期間中においては、約
1,200人の雇用が維持されるものと試算してお
り、コロナ禍で落ち込んでいる業界のモチベーシ
ョンを高め、観光地の活性化が図られるものと期
待している。また、今後、さらに事業者の個々の事
情を汲み取り、観光客の受入態勢に繋がる事業と
して、外部の意見も取り入れながら、最大限の効
果を発揮できるよう取り組んでいきたい。
【主な論議事項】 ミカンコミバエ防除対策費に
ついて　等

〇新たな離島振興法に関する意見書
〇私学助成の充実強化等に関する意見書
〇ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための２０２２年度政府
予算に係る意見書

可 決 さ れ た 意 見 書

審査した案件と結果

長 崎 県 議 会 の 活 動  ≪ 議 員 研 修 会 ≫ 県 立 大 学 で の 議 員 講 演

常 任 委 員 会 　 委 員 長 報 告

一 般 質 問

請　願
・1件 ……… （不採択）

知事提出の議案
・予算
・条例
・事件 
・人事
・専決
・認定

………
………
………
………
………
………

4件（可決）
6件（可決）
5件（可決）
1件（同意）
3件（承認）
4件（継続審査）

議員等提出の案件
・議員派遣
・意見書

………
………

4件（可決）
3件（可決）

本年3月に締結した県議会と長崎県立大学との連携協定に基づ
き、10月12日に長崎県立大学において、坂口慎一議員が「県議会と
長崎の未来～学生の皆さまへ～」と題した講演を行いました。坂口
議員は議会のしくみや議員の仕事をはじめ、新型コロナウイルス対
策、若者定着の取り組み、長崎県の未来について熱心に説明し、聴講
した約150人の学生に対し「皆さんで力を合わせ、より良い世界を、
長崎県をつくっていきましょう」と呼びかけました。

県議会では平成10年度から議長の主催により議員研修会を
開催しています。今年度は講師に、元内閣審議官で現在は長崎
県立大学地域創造学部教授の横山均氏をお招きし、「個人情報
保護とデジタル化」と題して、10月5日に開催しました。
政府のデジタル化の現状や医療分野などにおける個人情報
保護とその問題点など、今後の議員活動の活性化につながる有
意義なお話をお聞きすることができました。

令和3年9月定例会が開催され活発な論議が交わされました。お 知 ら せ

「県議会リポート」令和3年10月30日（土）
15：55～16：25　NCC長崎文化放送 5ch

会議録全文を掲載しています。

◎次回の定例会は、令和3年11月26日に開会予定です。

本会議・委員会の中継・録画配信を行ってい
ます。一般質問の表題横のQRコードから当
該一般質問の録画にアクセスできます。

【掲載内容】
○平成  8年2月～令和3年6月定例会の本会議・常任委員会
○平成24年4月～令和3年8月分の特別委員会
○本会議･委員会は、原則としてだれでも傍聴できます。
ただし、新型コロナウイルス感染症対策として密集を避けるため、
令和3年9月定例会については、議場の利用できる傍聴席数を50席
（車いす利用席及び親子傍聴席を含む）に限定しました。（委員会室
の利用できる傍聴席数は5席に限定）

【
質
問
】ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬

の
開
発
研
究
が
進
む
長
崎
大

学
と
連
携
し
た
製
薬
関
連
企

業
の
誘
致
の
可
能
性
は
。

【
答
弁
】感
染
症
研
究
で
国
内

外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
長
崎
大
学
を
本
県
の
優
位

性
の
一
つ
と
し
て
、製
薬
を

含
む
医
療
関
連
の
企
業
へ
紹

介
し
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。製
薬
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
具
体
的
な
話
は
な

い
が
、医
療
機
器
製
造
関
連

は
、諫
早
市
、長
崎
市
、平
戸

市
に
企
業
が
進
出
し
て
お

り
、今
後
と
も
、長
崎
大
学
を

は
じ
め
県
内
の
関
係
機
関
と

連
携
し
、製
薬
を
含
め
た
医

療
関
連
分
野
の
企
業
誘
致
に

取
り
組
む
。

製薬関連企業の
誘致について

【
質
問
】県
内
5
つ
の
工
業
高

校
で
連
携
協
定
を
締
結
し
、

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
育

成
を
図
る
世
界
一
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
仮
称
）を
発
足
で
き
な

い
か
。

【
答
弁
】現
在
、今
後
の
工
業

教
育
や
人
材
育
成
の
在
り

方
、学
校
間
や
産
業
界
と
の

連
携
の
在
り
方
等
に
つ
い

て
、工
業
高
校
の
校
長
の
意

見
を
踏
ま
え
検
討
を
進
め
て

い
る
。工
業
高
校
に
お
い
て

は
、工
業
教
育
研
究
会
等
で

の
協
議
や
研
究
を
通
し
て
、

学
校
間
の
連
携
を
図
っ
て
お

り
、引
き
続
き
工
業
高
校
が
一

体
と
な
っ
て
、グ
ロ
ー
バ
ル

化
等
に
対
応
す
る
人
材
育
成

を
図
っ
て
い
く
。

県内工業高校の
連携協定等について
中山　功 〈長崎市／自由民主党・県民会議〉中村 泰輔 〈長崎市／改革２１〉

【
質
問
】来
年
10
月
開
催
予
定

の
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
鹿
児
島
大
会
に
向
け
た

出
品
対
策
の
取
組
は
。

【
答
弁
】前
回
大
会
に
お
い
て
、

長
崎
和
牛
は
、ロ
ー
ス
芯
面
積
等

に
課
題
が
残
っ
た
た
め
、鹿
児
島

大
会
に
向
け
て
、ロ
ー
ス
芯
面
積

等
の
遺
伝
能
力
が
高
い
雌
牛
に

霜
ふ
り
度
合
い
が
本
県
歴
代
1

位
の
種
雄
牛
を
交
配
し
た
候
補

牛
を
選
抜
。肥
育
農
家
へ
引
き
渡

し
後
は
、農
業
団
体
、市
町
、県
等

で
構
成
す
る
指
導
班
に
よ
る
巡

回
指
導
を
徹
底
し
、現
在
、順
調

に
成
育
中
。生
産
者
及
び
推
進
協

議
会
と
一
体
と
な
り
、日
本
一
奪

還
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。

第12回全国和牛能力共進会
鹿児島大会について
石本 政弘 〈松浦市／自由民主党・県民会議〉

【
質
問
】長
崎
市
が
百
年
に
一
度

の
変
革
の
時
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
今
、文
化
と
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
楽
し
め
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、県
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

【
答
弁
】現
在
、し
ま
の
芸
術
祭

や
満
月
B
A
R
、ダ
ン
ス
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
短
編
映
画
祭

な
ど
、若
者
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
、令
和
7
年
度
に
開
催

す
る
国
民
文
化
祭
に
お
い
て

も
、若
者
が
参
画
す
る
様
々
な

文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

込
む
こ
と
で
、ふ
る
さ
と
へ
の

誇
り
や
愛
着
を
育
み
、長
崎
な

ら
で
は
の
文
化
、エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
を
楽
し
め
る
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
た
い
。

県民が生活の充実を
感じる街づくりについて
下条 博文 〈長崎市／自由民主党〉

【
質
問
】Ｉ
Ｒ
事
業
者
が
想
定

す
る
カ
ジ
ノ
粗
収
益
、入
場

料
収
入
は
年
間
ど
の
く
ら
い

が
見
込
め
る
の
か
。

【
答
弁
】カ
ジ
ノ
粗
収
益
に
つ

い
て
は
、約
1,
5
0
0
億
円

と
想
定
さ
れ
て
お
り
、そ
の

15
％
で
あ
る
約
2
2
5
億
円

が
都
道
府
県
等
納
付
金
と
し

て
見
込
ま
れ
て
い
る
。ま
た
、

カ
ジ
ノ
施
設
へ
の
入
場
料
6

千
円
の
う
ち
半
分
が
都
道
府

県
等
へ
の
入
場
料
納
付
金
と

な
る
が
、事
業
者
に
お
い
て

は
、こ
れ
を
約
84
億
円
と
見

込
ん
で
い
る
。今
後
、Ｉ
Ｒ
事

業
者
と
共
同
し
て
区
域
整
備

計
画
を
作
成
し
て
い
く
中

で
、さ
ら
に
、そ
の
内
容
を
精

査
し
て
ま
い
り
た
い
。

カジノオーストリアの
企業概要について
田中 愛国 〈佐世保市・北松浦郡／自由民主党・県民会議〉

【
質
問
】こ
れ
ま
で
の
県
民
所

得
向
上
対
策
の
検
証
と
、さ

ら
な
る
県
民
所
得
の
向
上
に

向
け
て
の
取
組
は
。

【
答
弁
】県
民
所
得
向
上
第
2

期
計
画
で
の
平
成
30
年
度
実

績
は
、増
加
目
標
を
大
き
く

上
回
る
1,
3
7
7
億
円
で
あ

り
、こ
れ
は
、中
堅
企
業
へ
の

競
争
力
強
化
支
援
、農
業
、水

産
業
の
収
益
性
向
上
へ
の
取

組
の
強
化
、観
光
で
の
誘
客
な

ど
各
種
施
策
の
効
果
の
一
定

の
現
れ
と
考
え
て
い
る
。今
後

は
、半
導
体
関
連
や
A
I
、I

ｏ
T
・
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
産
業
な

ど
の
基
幹
産
業
化
の
推
進
、

D
X
の
推
進
等
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
や
競
争
力
強
化
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い
。

県民所得向上
対策について
外間 雅広 〈佐世保市・北松浦郡／自由民主党〉

【
質
問
】川
平
有
料
道
路
の
長

与
〜
時
津
間
の
双
方
向
化
は
、

改
良
の
方
法
次
第
で
は
、新
設

道
路
と
比
べ
て
投
資
効
果
が

高
い
分
散
型
道
路
と
な
る
の

で
は
な
い
か
。再
投
資
の
検
討

状
況
は
。

【
答
弁
】女
の
都
及
び
長
与
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
双
方
向

化
な
ど
へ
の
再
投
資
に
つ
い

て
は
、昨
年
度
末
の
時
点
で
約

55
億
円
の
未
償
還
金
が
あ
る

こ
と
か
ら
、現
時
点
で
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
る
が
、国
の
有

料
道
路
制
度
の
在
り
方
の
議

論
を
注
視
し
な
が
ら
、双
方
向

化
も
含
め
た
利
便
性
の
向
上

等
に
つ
い
て
柔
軟
に
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

川平有料道路の一部
双方向化について
山口 経正 〈西彼杵郡／自由民主党・県民会議〉

【
質
問
】佐
賀
県
と
の
連
携
の

実
績
や
今
後
の
取
組
は
。

【
答
弁
】平
成
27
年
度
に
地
方

創
生
の
推
進
を
目
的
と
し
た

連
携
協
定
を
締
結
し
、肥
前

窯
業
圏
へ
の
観
光
誘
客
の
た

め
の
受
入
体
制
づ
く
り
や
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
相
互
応
援
な

ど
、協
定
に
盛
り
込
ん
だ
4

項
目
に
つ
い
て
、取
組
を
進
め

て
い
る
。両
県
に
は
、こ
の
ほ

か
に
も
共
通
す
る
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
連
携
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

お
り
、新
た
な
分
野
の
連
携

構
築
の
検
討
を
提
案
す
る
な

ど
、引
き
続
き
県
境
を
越
え

た
連
携
の
推
進
に
つ
い
て
、働

き
か
け
て
ま
い
り
た
い
。

県境を越えた広域連携
による地方創生について
前田 哲也 〈長崎市／自由民主党〉

【
質
問
】ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了

後
の
長
崎
県
に
お
け
る
行
動

制
限
の
緩
和
に
つ
い
て
の
知

事
の
想
定
は
。

【
答
弁
】こ
れ
ま
で
社
会
活
動

等
に
一
定
の
制
限
を
行
い
つ

つ
、経
済
と
の
両
立
を
図
っ
て

き
た
が
、ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
む
こ
と
で
、行
動
制
限
の

在
り
方
を
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。今
般
、国
に
お
い
て

行
動
制
限
の
緩
和
に
係
る
基

本
的
な
方
向
性
が
示
さ
れ
た

が
、実
施
に
あ
た
り
、県
民
の

皆
様
の
誤
解
を
招
か
な
い
た

め
に
も
、国
が
詳
細
な
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
示
す
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
、今
後
の
国

の
出
口
戦
略
の
検
討
状
況
を

注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

脱緊急事態に係る
出口戦略について
赤木 幸仁 〈長崎市／改革２１〉

【
質
問
】農
業
の
振
興
を
図
る

た
め
に
は
、農
地
の
基
盤
整

備
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、東
長
崎
地
域
で
の
推

進
状
況
は
。

【
答
弁
】東
長
崎
地
域
は
山
林

や
急
傾
斜
地
が
多
く
、大
規

模
な
基
盤
整
備
を
行
う
に
は

平
坦
地
と
比
較
し
て
、事
業

費
が
高
額
と
な
る
こ
と
、費

用
対
効
果
を
満
た
す
品
目
の

選
定
等
の
課
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
、事
業
地
区
の
選
定
に
は

至
っ
て
い
な
い
。今
後
は
、市

や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
農
地
の
基
盤

整
備
に
つ
い
て
、提
案
し
て
ま

い
り
た
い

東長崎地域での
農地の基盤整備について
浦川 基継 〈長崎市／自由民主党〉

【
質
問
】飲
食
店
へ
の
営
業
時

間
短
縮
要
請
等
の
影
響
に
よ

り
、売
上
げ
が
減
少
し
て
い
る

飲
食
店
以
外
の
関
連
事
業
者

に
対
し
て
、県
は
ど
の
よ
う
な

支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】様
々
な
業
種
に
お
い

て
売
上
げ
が
減
少
す
る
な
ど
、

大
き
な
影
響
が
生
じ
て
お
り
、

た
い
へ
ん
厳
し
い
状
況
に
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、国
の
施
策
を
取
り

込
み
な
が
ら
、関
連
事
業
者
に

対
す
る
事
業
継
続
に
向
け
た

支
援
を
講
じ
る
た
め
、本
定
例

会
で
関
係
予
算
を
提
案
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、引
き
続
き
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

新型コロナウイルス
感染症対策について
西川 克己 〈平戸市／自由民主党〉

【
質
問
】ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

対
策
に
係
る
本
県
独
自
の
取

組
と
I
R
施
設
内
の
対
策
施

設
の
設
置
の
必
要
性
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
た
い
。

【
答
弁
】ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

な
ど
懸
念
さ
れ
る
事
項
の
最

小
化
に
向
け
、県
内
で
活
動
す

る
幅
広
い
官
民
の
団
体
が
参

画
す
る「
九
州
・
長
崎
Ｉ
Ｒ
安

全
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
準
備
会
」及
び
九
州
・
山
口

各
県
が
連
携
・
協
力
し
て
依
存

症
対
策
に
取
り
組
む「
九
州
地

方
依
存
症
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
」を
設
置
し
、様
々

な
対
策
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。ま
た
、I
R
施
設
内
に
は
、

本
人
や
家
族
が
毎
日
24
時
間

利
用
で
き
る
相
談
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

ギャンブル依存症
対策について
溝口 芙美雄 〈佐世保市・北松浦郡／自由民主党・県民会議〉

　

令
和
3
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
10
日
か

ら
10
月
7
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
初
日
は
、「
令
和
3
年
度
長
崎
県
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）」
な
ど
の
議
案
が

上
程
さ
れ
、
中
村
知
事
が
県
政
の
重
要
事
項

に
つ
い
て
報
告
し
、
当
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い

て
所
信
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
提
出
議
案
に
つ

い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
12
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

I
R
整
備
を
見
据
え
た
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対

策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、

長
崎
県
内
5
工
業
高
校
の
連
携
協
定
、
長
崎

大
学
と
連
携
し
た
製
薬
関
連
企
業
の
誘
致
、

県
境
を
越
え
た
広
域
連
携
に
よ
る
地
方
創

生
、
川
平
有
料
道
路
の
一
部
双
方
向
化
、
県
民

が
生
活
の
充
実
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
街

づ
く
り
、
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿

児
島
大
会
、
脱
緊
急
事
態
に
係
る
出
口
戦
略
、

県
民
所
得
向
上
対
策
、
カ
ジ
ノ
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
企
業
概
要
、
東
長
崎
地
域
で
の
農
地
の
基
盤

整
備
な
ど
様
々
な
事
項
に
つ
い
て
活
発
な
論
議

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
要
す
る
経
費
、
国
庫
補

助
事
業
の
内
示
等
に
伴
う
事
業
費
の
追
加
、

そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
編
成
さ

れ
、
9
月
13
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、
営
業

時
間
短
縮
の
協
力
金
の
交
付
に
要
す
る
経
費

と
し
て
「
令
和
3
年
度
長
崎
県
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
12
号
）」
が
、
9
月
21
日
に
令
和
3

年
8
月
大
雨
被
害
へ
の
緊
急
対
策
に
要
す
る
経

費
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
要
す
る
経
費
と
し
て
「
令
和
3
年
度
長
崎

県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）」
が
追
加

上
程
さ
れ
、
一
般
会
計
2
8
3
億
9,
9
5
1

万
7
千
円
の
増
額
補
正
と
な
り
、
本
年
度
の
一

般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
額
は
、
8,
1
1
8

億
5,
1
5
6
万
9
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期

の
予
算
と
比
べ
、
2
8
6
億
8,
4
9
7
万
7

千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
23
件
の
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
し
、「
令
和
2
年

度
長
崎
県
一
般
会
計
決
算
及
び
各
特
別
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
4
件
の
議
案
を
予

算
決
算
委
員
会
に
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
1
件
の
請
願
を
不
採
択
と
し
、「
新

た
な
離
島
振
興
法
に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど

3
件
の
意
見
書
を
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。


